
　ノーベル経済学賞を受賞したヘックマン教授によると、社会で活躍して
いる人にはある共通点があるそうです。それは「非認知能力」です。

　「非認知能力」とは、「肉体的・精神的な健康や根気強さ」「注意深さ」
「長期的計画を実行する力」「人のことを思いやる力」のことで、これが
できることは、勉強ができること以上に大切なのです。

　それでは、どのようにすればこの「非認知能力」が身につくのでしょう
か。答えは簡単です。

　日頃から家の人の言うこと、先生の言うことを素直に聞くことです。

　注意や指摘をされると「口うるさいな～」と感じるかもしれませんが、
家の人も先生もなぜ嫌な顔をされても注意をするのでしょう。それはあな
たに「非認知能力」を身につけてもらうためなのです。言われたことに
素直に「ハイッ」と返事できていれば、将来活躍できる人になりますよ。

自分の部屋の目立つところに貼って、読み返すようにしましょう。
かえよはめだへやじぶん

社会で活躍している人はどんな人！？
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一般社会で活躍している人にはどんな共通点があるのでしょうか？確かに
勉強ができるに越したことはないのですが、それだけではないのです・・。
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「将来活躍できるのは、

　　　非認知能力のある人です。」
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